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住
ま
い
の
健
康
診
断

し
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち

私
た
ち
はは
「
健
康
診
断

「
健
康
診
断
」」
を
受
け
る

を
受
け
る

こ
と
で
自
分
の
体
の
状
態
を
調
べ

こ
と
で
自
分
の
体
の
状
態
を
調
べ
るる

こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。。

住
ま
い
の
状
態

住
ま
い
の
状
態
もも
「
耐
震
診
断
」

「
耐
震
診
断
」
でで

確
か
め
て
み
ま
せ

確
か
め
て
み
ま
せ
んん
か
？
か
？

無
料
耐
震
診
断

　
町
が
簡
易
耐
震
診
断
を
無
料
で

実
施
し
ま
す
。
現
在
の
住
宅
の
状

態
が
知
り
た
い
だ
け
と
い
う
か
た

で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
診
断
を
す
る
の
は
、
町
が
委
託

し
た
群
馬
県
建
築
士
事
務
所
協
会

の
耐
震
診
断
士
（
建
築
士
等
の
専

門
家
）
で
す
。

※
診
断
士
の
交
通
費
と
し
て
、

１
，０
０
０
円
を
実
費
負
担
。

対
象
と
な
る
住
宅

・
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
着

56

31

工
し
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
ま
た

は
木
造
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の

床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

・
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
建

物
で
、
階
数
が
２
階
以
下

※
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
、
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
住
宅
、
軽
量
鉄
骨
住
宅
は

対
象
外
に
な
り
ま
す
。

募
集
戸
数
　
計
　
戸
（
先
着
順
）

20

一
次
募
集
期
限
　
６
月
　
日
　

28

(金)

二
次
募
集
期
限
　
９
月
　
日
　

30

(月)

簡
易
耐
震
診
断
と
は

　
耐
震
診
断
士
が
、
住
宅
の
耐
震

性
を
調
査
・
評
価
し
て
、
大
地
震

発
生
時
に
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
も
の
で

す
。
町
の
簡
易
耐
震
診
断
で
は
内

外
装
を
は
が
さ
な
い
調
査
で
、
分

か
る
範
囲
の
情
報
に
基
づ
き
診
断

し
ま
す
。

耐
震
改
修
補
助
制
度

　
耐
震
化
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
等
の
費
用

の
一
部
を
町
が
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　
町
主
催
の
簡
易
耐
震
診
断
の
結

果
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
ま

た
は
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
も
の

補
助
金
額

　
精
密
診
断
・
耐
震
補
強
設
計
・

耐
震
補
強
工
事
に
要
す
る
費
用
の

２
分
の
１
以
内
と
し
、
　
万
円
を

80

限
度
と
し
ま
す
。

募
集
戸
数
　
計
５
戸
（
先
着
順
）

　東日本大震災から２

年が過ぎました。地震

をきっかけに防災意識

が高まった人も多いと

思います。

　地震はいつどこで起

こるか分かりません。

そのときに備え、建物

の倒壊を防ぎ大切な命

を守るためにも耐震診

断・耐震改修を進めま

しょう。

　昭和56年５月31日以前

に着工した一戸建て木造

住宅にお住まいのかた。

まずは無料耐震診断を受

けてみましょう。

耐震診断では建物の外壁に

ひび割れがあるか調べます
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　現在の耐震基準は、震度６強の地震が来ても建
物が倒壊しないような基準になっています。しか
し、昭和56年以前はこの基準ではなかったため、
これ以前に建てられた建物は地震で倒壊する可能
性があります。
　耐震診断では、その建物が今の基準と照らし合
わせてどれくらいの強度があるかを診断します。
また、単に数値で表すだけではなく、実際に建物
をみて、倒壊するとすればどのように倒壊するか
ということも診断します。基本的に木造住宅は壁
の数と壁の量で建物の強度が決まります。壁の配
置のバランスと柱の間隔がどれくらいかを総合的
に判断して耐震診断結果を出します。
　耐震診断をした結果、その建物の強度が低かっ
たとします。そのときは、家のどの部分が弱いの
かを知ることができます。つまり、その家のどこ
を補強すれば耐震性が向上するか分かるというこ
とです。
　同じ建物の中でも、その家の構造によって地震
に強い場所と弱い場所があります。耐震診断をす
ると、あなたの家の中で安全な場所とそうでない
場所がどこなのかということが分かるというメ
リットもあります。特に就寝時は無防備な状態な
ので、なるべく安全な部屋で寝起きすることが大
事です。そうすることによって地震が起きたとき
に身の安全が確保しやすくなります。
　現在では、耐震補強の技術が向上してきて、昔
に比べ、外観を損ねることなく耐震補強工事をす
ることができます。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

検
討
さ
れ
て
い
る
か
た
へ

　
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

に
お
住
ま
い
で
、
家
族
構
成
の
変

化
や
建
物
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、

壁
紙
の
張
替
え
や
水
周
り
の
改
修

等
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
さ

れ
て
い
る
か
た
に
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
前
に
耐
震
診
断
を
行
う

こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
耐
震
診
断
を
し
た
結
果
、
耐
震

化
が
必
要
な
場
合
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
併
せ
て
耐
震
補
強
設

計
に
基
づ
く
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
す
れ
ば
、
柱
や
 梁
 ・
筋
交
い
を

は
り

金
具
で
補
強
し
た
り
、
構
造
用
合

板
に
よ
る
壁
の
補
強
な
ど
の
耐
震

補
強
工
事
を
効
率
的
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
耐
震
改
修
補
助
制
度
に

お
け
る
補
助
金
の
対
象
と
な
る
の

は
耐
震
補
強
工
事
に
か
か
っ
た
費

用
の
み
で
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
か
か
っ
た
費
用
は
補
助
金
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
が

分
か
る
よ
う
に
金
額
を
分
け
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
都
市
計
画
係

山
内
線
４
２
２
　

耐震診断のプロにインタビュー

家の中でも地震に強い部屋とそうでな

い部屋があります。耐震診断を受けると

そういったことも分かります。

一般社団法人
群馬県建築士事務所協会
館林支部長
一級建築士

 野  田  俊  介 さん
の だ しゅん すけ
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答
申
ま
で
の
経
緯

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
、

23

耐
震
性
や
設
備
の
老
朽
化
、
庁
舎

分
離
に
よ
る
利
便
性
低
下
な
ど
の

課
題
を
抱
え
る
役
場
庁
舎
の
再
整

備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
平
成

　
年
７
月
に
役
場
課
長
職
で
構
成

24す
る
庁
舎
建
設
専
門
委
員
会
で

「
板
倉
町
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
議
会
議
員
、
代
表

区
長
、
各
種
団
体
代
表
者
、
公
募

委
員
の
　
名
に
よ
る
庁
舎
基
本
計

41

画
検
討
委
員
会
（
以
下
、
検
討
委

員
会
）
が
設
置
さ
れ
、
新
庁
舎
建

設
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
検
討

委
員
会
で
は
、
全
８
回
に
わ
た
る

検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
　25

年
３
月
７
日
、
役
場
庁
舎
基
本
計

画
が
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

　
昭
和
　
年
に
 竣
 工
し
た
現
庁
舎

し
ゅ
ん

33

は
、
施
設
の
老
朽
化
、
ス
ペ
ー
ス

不
足
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
高
度

情
報
化
へ
の
対
応
の
限
界
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
円
滑
な
行
政
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
将
来
予
測
さ
れ
る
合
併

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
状
は

未
確
定
で
す
が
、
仮
に
合
併
し
た

場
合
で
も
、
行
政
セ
ン
タ
ー
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

板
倉
地
域
住
民
が
活
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
に
転
用
が
可
能
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
庁
舎
が

抱
え
る
問
題
点
の
解
消
、
そ
し
て

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
も
新
庁

舎
建
設
は
必
要
と
言
え
ま
す
。

基
本
的
な
方
向
性
と
機
能

　
新
庁
舎
の
基
本
的
な
方
向
性
と

機
能
に
つ
い
て
は
、
８
項
目
に
か

か
る
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

①
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

　（
利
便
性
向
上
機
能
、
窓
口
機
能
）

②
高
度
情
報
通
信
社
会
に
対
応
で

　
き
る
庁
舎

③
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果

　
た
す
庁
舎

④
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎

⑤
機
能
性
・
効
率
性
を
重
視
し
た

　
庁
舎（
長
寿
命
な
庁
舎
の
実
現
、

　
維
持
・
管
理
機
能
な
ど
）

⑥
町
民
交
流
・
活
動
の
拠
点
と
し

　
て
の
庁
舎

⑦
景
観
に
配
慮
し
た
庁
舎

⑧
そ
の
他
の
機
能（
議
会
機
能
）

新
庁
舎
の
規
模

　
新
庁
舎
の
規
模
は
、
将
来
の
動

向
な
ど
を
考
慮
、
基
本
と
な
る
指

標
を
設
定
。
庁
舎
延
床
面
積
、
駐

車
場
や
緑
地
を
含
む
庁
舎
敷
地
の

面
積
に
つ
い
て
算
定
・
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
算
定
し
た
面
積

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
新
庁
舎
延
床
面
積
　

　
 概
 ね
５
，０
０
０
㎡
を
限
度

お
お
む

・
庁
舎
敷
地
面
積
　

　
概
ね
１
５
，０
０
０
㎡
 

　（
駐
車
場
・
駐
輪
場
、緑
地
含
む
）

新
庁
舎
の
建
設
場
所

　
新
庁
舎
の
建
設
場
所
は
、
町
民

の
利
便
性
、
経
済
性
、
災
害
時
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
な
ど
を

十
分
考
慮
し
、
建
設
候
補
地
の
選

定
を
行
い
ま
し
た
。

　
比
較
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
諸

要
件
に
合
致
す
る
中
央
公
民
館
周

辺
を
新
庁
舎
の
建
設
場
所
と
す
る

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

答
申
を
受
け
て

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
今
後
策
定

さ
れ
る
「
基
本
設
計
」「
実
施
設

計
」
に
お
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検

討
・
設
計
を
行
う
際
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
十

分
踏
ま
え
た
う
え
で
、
熟
議
を
重

ね
、
真
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
資
す
る
役
場
庁
舎
の
建
設
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
庁
舎
基
本
計
画
の

答
申
内
容
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
企
画
調
整
係

山
内
線
１
４
１

板
倉
町
役
場
庁
舎
基
本
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た

新
庁
舎
建
設

広報いたくら　Ｈ25．５．１(5)

地
域
支
援
モ
デ
ル
事
業
　
応
募
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

募
集
概
要

　
町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
普
及
促
進
し
、
魅
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た

め
、
町
民
が
自
主
的
か
つ
主
体
的

に
企
画
・
実
施
す
る
公
益
性
の
あ

る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
団
体

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団

体
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
宗
教
、

政
治
若
し
く
は
営
利
活
動
を
目
的

と
す
る
団
体
ま
た
は
設
立
趣
旨
、

活
動
内
容
等
か
ら
補
助
の
対
象
と

し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
団
体

は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

①
町
内
の
住
民
自
治
組
織

②
町
内
に
事
務
所
を
置
く
特
定
非

　
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

③
町
内
に
本
拠
を
置
く
住
民
団
体

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
各
種

　
団
体
等
）

対
象
と
な
る
事
業

　
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
事

業
と
し
ま
す
。

①
町
内
に
お
け
る
地
域
課
題
解
決

　
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
に

　
つ
な
が
る
事
業

②
公
共
性
の
あ
る
事
業

③
町
民
の
労
力
提
供
等
が
あ
る
事
業

④
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

　
事
業

⑤
年
度
内
に
実
績
報
告
を
提
出
で

　
き
る
事
業

⑥
他
の
法
律
、
条
例
等
に
反
し
な

　
い
事
業

（
事
例
）「
地
域
環
境
美
化
活
動
（
公

園
等
の
清
掃
・
管
理
、
空
き
地
清

掃
活
動
、
町
道
の
除
草
作
業
、
集

落
外
道
路
の
清
掃
活
動
な
ど
）」

「
交
通
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」「
住

民
セ
ン
タ
ー
・
集
会
所
の
軽
微
な

維
持
補
修
作
業
」
な
ど
。

※
他
に
委
託
す
る
だ
け
の
事
業
、

町
民
の
労
力
提
供
が
な
い
事
業
、

単
に
物
を
買
う
だ
け
の
事
業
な
ど

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額

　
補
助
金
額
は
、
事
業
に
直
接
必

要
と
な
る
経
費
の
　
／
　
 以
内

10

10

で
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

10

対
象
と
な
る
主
な
経
費

　
交
付
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

提
案
し
た
事
業
の
実
施
に
直
接
必

要
と
な
る
別
表
の
経
費
と
し
ま
す
。

事
業
の
対
象
期
間
と
募
集
期
間

▽
対
象
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月

26

　
日
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
る
活

31動
や
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　
６
月
３
日
　
～
　
日
　

(月)

28

(金)

　
午
後
５
時
　
分
必
着

15

申
込
方
法

　
ま
ず
は
活
動
事
業
内
容
等
に
つ

い
て
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

申
請
書
、
そ
の
他
関
係
書
類
を
募

集
期
間
内
に
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

補
助
対
象
事
業
の
採
択

　
申
請
書
類
の
内
容
か
ら
、
事
業

の
公
益
性
、
創
造
性
、
発
展
性
、

妥
当
性
、
実
現
性
に
つ
い
て
審
査

し
た
上
で
、
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

そ
の
他
注
意
事
項
等

　
事
業
終
了
後
、
事
業
名
、
団
体

名
、
事
業
内
容
及
び
事
業
結
果
、

交
付
予
定
金
額
等
を
広
報
紙
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い（
個
人
情

報
は
除
く
）。

　
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
書
類
等
は

情
報
公
開
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
企
画
調
整
係
    

山
内
線
１
４
２

内容項目

講演会の外部講師への謝礼等
※事業参加者に対する賞品、参加賞は対象としない。報償費

交通費等(町の基準に従う)　※講師料に含まれるもの、
団体内講師への旅費は対象としない。

旅費

文具、紙、図書等消耗品費

需用費

飲物、お茶菓子代等食糧費

チラシ、ポスター、チケット等の印刷費等印刷製本費

作業等に必要な機材、車両等の燃料費燃料費

対象経費にかかる振込手数料手数料

役務費 事業の実施、連絡に要する郵便費等の通信費通信運搬費

活動にかかる損害賠償保険料、参加者の傷害保険料等
※事業に対し、適正な保険料であること。保険料

業者や他団体に対し、業務委託をする際の経費委託料

有料道路・会場等の使用料、テント・機械・車両等の
借上料　※事業量に見合った適正な金額であること。使用料及び賃借料

事業に直接要する原材料費原材料費

作業等に必要な機材、備品の購入
※使用頻度を考慮し、対象とするか判断する。備品購入費

別表

防犯パトロールの

イメージ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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今
年
度
か
ら
申
込
書
の
取
り
ま

と
め
は
行
わ
ず
、
健
診
の
対
象
者

全
員
に
受
診
票
を
配
布
し
ま
す
。

受
診
票
は
行
政
区
役
員
を
通
じ
て

世
帯
ご
と
に
配
布
し
ま
す
。
受
診

を
希
望
す
る
か
た
は
、
今
回
お
配

り
し
た
受
診
票
を
記
入
し
、
健
診

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
国
保
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
診
を
受
診
す
る
か
た
は
、
健
康

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
代
・
　
代
健
診
の
受
診
票
は
、

20

30

後
日
郵
送
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
の
検
査
容
器

　
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る

か
た
は
、
検
査
容
器
を
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

◆
配
布
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
（
土
日
祝
を
除
く
）

役
場
健
康
介
護
課
（
土
日
祝
は
日

直
・
当
直
が
対
応
）

各
公
民
館
（
休
館
日
を
除
く
）

◆
配
布
期
間

５
月
　
日
　
～
６
月
　
日
　

20

(月)

30

(日)

◆
受
付
時
間

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

女
性
の
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
受
診

希
望
者
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82

 受
診
票
と
大
腸
が
ん
検
査
容
器
の
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

住
民
健
診

該当行政区会　場実施日

13・16

南部公民館

６月６日(木)

14・17７日(金)

15・18８日(土)

８・９・10

東部公民館

12日(水)

11・32・3613日(木)

12・3014日(金)

3115日(土)

１・３

北部公民館

20日(木)

２・４21日(金)

５・６・７22日(土)

19・20

保健センター

７月８日(月)

21・22９日(火)

23・2610日(水)

2411日(木)

25・28　　12日(金)

27・29　　13日(土)

平日に受診できないかた　　14日(日)

受付時間：午前８時30分～11時

健診料内　　容健診名

無料

問診、尿検査、身長・体重・腹囲（74
歳以下）血圧測定、医師の診察、
血液検査（脂質・肝機能・血糖）
医師の指示で受ける検査（心電図・
眼底検査・貧血検査）
※20代30代健診の「医師診察」は
基準該当者のみ。

特定健診

後期高齢者健診

20代・30代健診

血液検査
（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス）

肝炎検診

胸部エックス線撮影
レントゲン検診
（結核・肺がん）

血液検査肝炎検診

８００円
(70歳以上

無料)

３日間の喀痰検査
※健診会場で容器を配付。

 喀痰 検診
かくたん

８００円
(70歳以上

無料)

便潜血反応２日法
※容器を取りに来てください。

大腸がん検診

８００円
(70歳以上

無料)
血液検査（ＰＳＡ検査）前立腺がん検診
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平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
予
算

25

総
額
は
、
対
前
年
度
２
，
４
０
０

万
円
、
０
・
５
％
減
の
　
億
２
，

51

４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面

で
は
、
八
間
 樋
 橋
や
生
活
道
路
な

び

ど
の
整
備
促
進
、
橋
り
ょ
う
の
長

寿
命
化
（
橋
の
改
修
）、
群
馬
の
水

郷
の
舗
装
、
南
小
の
浄
化
槽
改

修
、
中
学
校
プ
ー
ル
の
解
体
、
小

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
更
新
な
ど
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に

対
す
る
補
助
に
よ
る
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
、
企
業
・
商
業
施
設
誘

致
促
進
、
庁
舎
建
設
の
準
備
調

査
、
妊
婦
健
診
、
子
宮
 頸
 が
ん
な

け
い

ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
加
工
用
米

対
策
、
緊
急
雇
用
対
策
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
紙
と
い
っ

し
ょ
に
配
布
す
る
「
わ
か
り
や
す

い
予
算
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
予
算
・
財
政
全
般

財
政
係
　

山
内
線
１
３
２

○
わ
か
り
や
す
い
予
算
書

企
画
調
整
係
    

山
内
線
１
４
２

わ
か
り
や
す
い
予
算
書

前年度本年度会計区分

51億4,800万円51億2,400万円一般会計

１億3,619万円１億2,484万円後期高齢者医療

特別

会計

20億   561万円19億7,112万円国民健康保険

11億1,717万円11億2,129万円介護保険

１億9,087万円１億8,366万円下水道事業

５億   417万円５億3,871万円　　水道事業(※)

91億  201万円90億6,362万円合計

※収益的支出及び資本的支出の合計額

平成25年度予算

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い

平
成
　
年
度
予
算

25

役
場
で
納
め
ま
し
ょ
う

自
動
車
税

　
５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
と
課
税
明
細
書
を
送
り
ま
す
。

新
築
住
宅
軽
減
　
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
３
年
間
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
（
長
期
優
良
住
宅

は
５
年
間
）。

土
地
評
価
額
　
土
地
の
評
価
額
は

地
価
公
示
価
格
の
７
割
を
め
ど
と

し
て
い
ま
す
が
、
急
激
な
税
額
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
前
年
の
課

税
状
況
に
応
じ
た
負
担
調
整
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
税
額
が
上
が
る
か
据

え
置
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
次
の
場
合
に
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
明
細
書
と
現
状
が
異
な
る
場
合

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

○
住
宅
や
土
地
の
使
用
状
況
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合

問
合
せ
　
資
産
税
係

山
内
線
２
１
４
・
２
１
６

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
所
有
者
に
か
か
る

県
税
で
す
が
、
役
場
窓
口
で
自
動

車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
徴
収

金
額
の
２
％
に
相
当
す
る
金
額
が

県
税
徴
収
取
扱
費
と
し
て
県
か
ら

町
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
町
に
と
っ

て
は
大
変
貴
重
な
財
源
に
な
り
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
　
５
月
　
日
　

31

(金)

納
付
先
　
役
場
第
２
庁
舎
窓
口

問
合
せ

○
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

山
０
２
７－

２
６
３－

４
３
４
３

○
館
林
行
政
県
税
事
務
所

山
　－

４
４
６
１

72
※
毎
週
水
曜
日
は
、
役
場
窓
口
が

午
後
７
時
　
分
ま
で
業
務
時
間
を

15

延
長
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
送
付
し
ま
す

固
定
資
産
税

　
３
月
　
日
　
、
館
林
市
役
所
で

26

(火)

１
市
５
町
（
館
林
市
、
板
倉
町
、

明
和
町
、
千
代
田
町
、
大
泉
町
、

邑
楽
町
）
の
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
際
、
余
力
の

あ
る
市
町
が
避
難
住
民
の
受
入
れ

や
応
急
物
資
の
供
給
を
行
う
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
町
で
は
防
災
や
防
犯
な

ど
の
情
報
を
安
全
安
心
メ
ー
ル
登

録
者
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

災
害
に
備
え

災
害
時
応
援
協
定

１市５町災害協定締結式
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４
月
１
日
付
で
、
新
し
く
９
名

の
行
政
区
長
が
町
長
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
地
区
代
表

区
長
に
は
、
田
沼
幸
一
さ
ん
（
除

川
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
行
政
区
長
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
町
に

伝
え
る
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

で
す
。
町
政
と
の
連
絡
調
整
の
ほ

か
に
も
町
行
事
へ
の
参
加
、
行
政

区
域
内
の
防
犯
・
防
災
や
各
種
催

し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
で
行
政
区
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
た
９
名
の
か
た
が

こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
退
任

さ
れ
た
区
長
に
は
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

急
募
！
　
保
育
士
・
調
理
員

募
集
職
種
　
保
育
士
・
調
理
員

勤
務
内
容
　
町
立
保
育
園
で
の
保

育
に
関
す
る
業
務
全
般
・
学
校
給

食
調
理
業
務
全
般

応
募
資
格
　
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者
・
調

理
員
は
資
格
不
問

勤
務
時
間
　

○
月
～
金
曜
日
（
午
前
８
時
　
分
30

～
午
後
５
時
　
分
勤
務
）

15

※
保
育
士
は
週
１
回
程
度
の
早

出
・
遅
出
の
出
勤
あ
り
。
保
育
士

有
資
格
者
は
土
曜
保
育
あ
り
。
調

理
員
は
学
校
運
営
上
の
都
合
に
よ

り
勤
務
時
間
に
変
更
あ
り
。

賃
金
　

保
育
士
月
給
　
１
５
６
，０
０
０
円

調
理
員
月
給
　
１
４
７
，２
０
０
円

提
出
書
類
　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
職
務
経
歴
書

問
合
せ
　
秘
書
人
事
係

山
内
線
１
１
３

新
し
い
目
線
で
広
報
紙
編
集

　
４
月
１
日
付
で
広
報
編
集
委
員

と
し
て
新
た
に
２
名
の
か
た
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
昨
年
度
ま
で
の
４
年
間

広
報
編
集
委
員
と
し
て
「
広
報
い
た

く
ら
」
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
  関
 

せ
き

 根
  茂
 さ
ん
（
下
五
箇
）
と
 石
  山
  恵
  司
 

ね
 し
げ
る
 

い
し
 や
ま
 け
い
 じ

さ
ん
（
大
荷
場
）
が
退
任
さ
れ
、
町

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
　
情
報
広
報
係

山
内
線
１
５
２

広
報
編
集
委
員

臨
時
職
員
募
集

 地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

新
行
政
区
長

　
　
　　　前列左より　　　　　 後列左より
　

１区　 田  沼   幸  一 さん　７
た ぬま こう いち

区　 髙  木   正  一 さん
たか ぎ しょう いち

２区　 髙 
たか

 橋   弘 さ
はし ひろし

ん　　18区　 高  瀬   良  男 さん
たか せ よし お

３区　 野  辺   豊 さん　　19区　 塩  田   市  男 さん
の べ ゆたか しお だ いち お

４区　 青  木   隆 
あお き たかし

さん　　30区　 柴  田   茂  雄 さん 
しば た しげ お

５区　 石  山   稔 さん
いし やま みのる

 室  木   江  里  子 さん
むろ き え り こ

大高嶋・16区

 中  田   和  男 さん
なか だ かず お

細谷・６区

広報いたくら　Ｈ25．５．１(9)

役場組織改編
　平成25年４月１日から戸籍税務課「課税係」を「住民税係」と

「資産税係」に分割しました。住民税係では主に町民税、介護保険

料、後期高齢者医療保険料、軽自動車税の業務、資産税係では主に

固定資産税、国民健康保険税の業務を行います。

役場職員人事異動
【退職 ９名】３月31日付(前職)

▽田口茂(総務課長) ▽小野田国雄(都市建設課長) ▽永井政由(福祉

課長) ▽芳賀房子(教育委員会事務局局長補佐兼中央公民館長) ▽川

村豊子(福祉課北保育園長) ▽宮田裕紀枝(教育委員会事務局生涯学

習係) ▽新井芳枝（福祉課福祉係）▽信澤三代子（環境水道課環境

係）▽小松原由紀子（福祉課板倉保育園）

【採用 ６名】４月１日付

▽総務課秘書人事係 川部可奈恵 ▽企画財政課財政係・合併対策推進

室 山本光 ▽福祉課福祉係 小林悠馬 ▽健康介護課介護保険係 小川

正聖 ▽産業振興課産業政策係・企業誘致推進室 芳賀友啓 ▽教育委

員会事務局スポーツ振興係 橋本光

【人事異動等 26名】４月１日付(前職)

◆管理職 15名

▽総務課長 中里重義（企画財政課長・合併対策推進室長）▽企画財

政課長・合併対策推進室長 小嶋栄(健康介護課長)▽環境水道課長＝

昇任 荻野恭司（環境水道課課長補佐兼上下水道係長)▽福祉課長＝昇

任 小野田博基(企画財政課課長補佐兼財政係長・合併対策推進室) ▽

健康介護課長＝昇任 落合均（戸籍税務課課長補佐兼課税係長）▽都

市建設課長・八間樋橋建設推進室長 鈴木渡（環境水道課長）▽教育

委員会事務局局長補佐兼中央公民館長 宇治川正行(教育委員会事務

局局長補佐兼東部公民館長・わたらせ自然館長)▽教育委員会事務局

局長補佐兼東部公民館長・わたらせ自然館長 川島淳子（福祉課課長

補佐兼児童館長）▽企画財政課財政係長=昇任 橋本貴弘（企画財政課

財政係）▽戸籍税務課住民税係長＝昇任 岡島宏之（戸籍税務課課税

係）▽戸籍税務課資産税係長＝昇任 小野田裕之(戸籍税務課課税係) 

▽環境水道課上下水道係長 福知光徳（産業振興課農政係長・企業誘

致推進室）▽福祉課北保育園長＝昇任 永島佳代子（福祉課北保育園）

▽福祉課児童館長＝昇任 石川由利子(教育委員会事務局スポーツ振

興係) ▽産業振興課農政係長＝昇任 根岸信之(産業振興課農政係)

◆一般職 11名

▽総務課行政安全係 鈴木夢佳(総務課情報広報係）▽企画財政課企

画調整係・合併対策推進室 江田貴子(産業振興課農地係・企業誘致

推進室・農業委員会事務局農地係) ▽戸籍税務課住民税係 佐山秀喜

(戸籍税務課課税係) ▽戸籍税務課住民税係 長谷見晶広(戸籍税務課

課税係) ▽戸籍税務課住民税係 深澤奈緒子(福祉課福祉係) ▽戸籍

税務課資産税係 青木小百合(戸籍税務課課税係) ▽戸籍税務課資産

税係 川島美幸(戸籍税務課課税係) ▽戸籍税務課資産税係 川邊亮

（戸籍税務課課税係) ▽環境水道課環境係 川田愛子(健康介護課介護

保険係) ▽産業振興課農政係・企業誘致推進室 飯島修(教育委員会事

務局生涯学習係) ▽教育委員会事務局生涯学習係 関根浩貴（産業振

興課産業政策係・企業誘致推進室）

　
平
成
　
年
４
月
１
日
採
用
の
町

26

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
５
月
　
日
　
か
ら
募
集
要
項
を

20

(月)

総
務
課
秘
書
人
事
係
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
募
集
要
項
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
募
集
す
る
職
種
や
受
験
資
格
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要

項
に
記
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
及
び
会
場

①
第
一
次
試
験

期
日
　
７
月
　
日
　

28

(日)

場
所
　
中
央
公
民
館

②
第
二
次
試
験

　
試
験
の
内
容
は
、
第
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
受
験
手
続
き

　
次
の
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
受
付

期
間
内
に
総
務
課
秘
書
人
事
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
役
場

で
用
意
す
る
様
式
）

○
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
ま

た
は
卒
業
見
込
証
明
書
）

○
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

◆
受
付
期
間

５
月
　
日
　
～
６
月
　
日
　

20

(月)

27

(木)

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
受
付
時
間

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

問
合
せ
　
秘
書
人
事
係

山
内
線
１
１
１

平
成
　
年
４
月
採
用
の
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

26

職
員
募
集

　
４
月
１
日
付
で
、
５
名
の
か
た

が
交
通
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
児
童
・
生
徒
の
交

通
誘
導
な
ど
、
町
の
交
通
安
全
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
指
導
員
を
９
年
間

に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
た
 大
  野
  嘉
 

お
お
 
の
 
か

 市
 さ
ん
（
海
老
瀬
）
が
退
任
さ
れ
、

い
ち町

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

交
通
指
導
員

交
通
安
全

上段左より

14区  川  田   香 さん
かわ だ かおる

24区  川  野  辺   美  治 さん
かわ の べ よし じ

下段左より

８区  平  井   伸  男 さん
ひら い のぶ お

10区  野  木  村   啓  一 さん
の ぎ むら けい いち

30区  田  口   晴  義 さん
た ぐち はる よし
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今月も町の話題が盛りだくさん！

祝！　入学
　４月８日(月)、午前中に町内全ての小学校

で入学式が挙行され、今年度は東小学校48

名、西小学校39名、南小学校13名、北小学校

15名の合計１１５名が大きなランドセルを

背負って入学しました。

　同日午後、板倉中学校の入学式で 石  川 
いし かわ

 和  孝 
かず たか

校長は「本校には先輩たちが築いてきた宝で

ある『さわやか板中生』という伝統がありま

す。皆さんも伝統を受け継ぐようがんばり

ましょう。また、中学校３年間は人格が身に

つく大事な時期です。毎日を無駄に過ごす

ことがないよう生活して、生きる力を身につ

けてください」と式辞を述べました。

　新入生１２６名を代表して、 松  澤  空  大 くん
まつ ざわ たか ひろ

(西岡新田)は「真新しい制服に身を包み、中

学校生活の第一歩を踏み出した私たちは、夢

や希望、そして不安と心配で胸がいっぱいで

す。中学校生活は楽しいことばかりではな

いと思いますが、逃げることなく、自分の成

長につなげていきたい」とこれから始まる中

学校生活に向け、決意を表明しました。

　４月５日(金)、町内の保育園で入園式が行

われました。北保育園では、８名の入園児た

ちが一人一人名前を読み上げられると元気

に「はーい」と返事し、 永  島  佳  代  子 園長は
なが しま か よ こ

「広いお庭でいっぱい遊んで、給食をいっぱ

い食べて、みんな仲良く過ごしましょう」と

園児たちに呼びかけました。

　また、同日には板倉保育園でも入園式が行

われ、29名が入園しました。

いっぱい遊ぼう

板倉中学校

南小学校東小学校

広報いたくら　Ｈ25．５．１(11)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

　４月15日(月)、海老瀬地内において県内で

最も早く田植えが行われました。この日は

 市  澤 
いち ざわ

 茂 さん（海老瀬）の家族と親戚の合計６
しげる

名でコシヒカリを植えました。

　市澤さんは、「天候が順調であれば、この

日に田植えをした田んぼでは、８月23日頃

の稲刈りを予定しています」と話しました。

町民の生命と財産を守る

　４月７日（日）、板倉消防署で板倉消防団辞

令交付式が行われました。

　この日、新たに23名が消防団に入団し、長

年務められた23名が退団されました。 森  田 
もり た

 孝  市 団長をはじめとした１０３名による新
こう いち

体制の消防団が、町民の安全安心な暮らしの

維持に貢献してくださいます。

　４月13日（土）、渡良瀬クリーン作戦が開催

されました。渡良瀬遊水地内で、スポーツ少

年団などをはじめ21団体が参加し、１５８名

で約１９０キロのごみを集めました。

　同日、ニュータウン内企業で春祭りが行わ

れ、約１２０名がいずみの公園の美化活動を

しました。

ごみ拾いに協力

今年も県内で一番

　４月７日(日)、さくらウオークが行われま

した。体育協会の 宮  田  明 会長が、「散りゆく
みや た あきら

桜を見ながら元気に楽しく歩いてください」

と話すと、68名の参加者は７㎞と11㎞のコー

スに分かれ中央公園を一斉に出発。水郷公

園、谷田川の桜堤、雷電神社などを巡り、移

りゆく春の景観を目に焼き付けました。

桜を惜しみながら



STUDIOTOWN (12)

　
板
倉
東
洋
大
前
駅
付
近
の
海
老

瀬
川
を
早
急
に
き
れ
い
に
し
て
く

だ
さ
い
。
水
が
少
な
い
と
き
、
た

ま
っ
た
泥
や
ご
み
で
水
の
色
が
変

わ
り
、
油
さ
え
浮
い
て
い
ま
す
。

　
他
県
か
ら
来
て
ま
ず
目
に
入
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
々

が
川
沿
い
の
道
を
通
り
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
に
な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地

も
色
あ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
希
望
）

　　
板
倉
東
洋
大
前
駅
東
口
の
前
を

流
下
し
て
い
る
海
老
瀬
川
は
冬
場

を
は
じ
め
と
す
る
水
量
が
減
少
す

る
時
期
に
お
い
て
は
、
水
質
を
保

つ
こ
と
が
困
難
な
状
態
で
す
。

　
な
お
、
毎
年
　
月
に
地
元
建
設

11

河
川
内
の
ご
み
を

回
収
し
て
い
ま
す

海
老
瀬
川
を
き
れ
い
に

し
て
く
だ
さ
い

東東東東東東東東東東洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋大大大大大大大大大大ななななななななななででででででででででししししししししししここここここここここがががががががががが目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指東洋大なでしこが目指すすすすすすすすすすす

明明明明明明明明明明るるるるるるるるるるくくくくくくくくくくシシシシシシシシシシビビビビビビビビビビアアアアアアアアアアでででででででででで粋粋粋粋粋粋粋粋粋粋ななななななななななチチチチチチチチチチーーーーーーーーーー明るくシビアで粋なチームムムムムムムムムムム

監
督
就
任
ま
で

　
現
在
、
東
洋
大
学
の
教
学
課
に

勤
務
し
な
が
ら
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

の
監
督
と
し
て
活
動
し
て
い
る
戸

田
監
督
は
、
東
洋
大
学
の
学
生
時

代
に
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
で
主
将

を
務
め
、
卒
業
後
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
で
５

年
間
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
設
立
の
際

は
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
て
社
会
人
の
育
成
に

協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
大
学
の
意

向
を
受
け
、
監
督
就
任
を
決
意
し

ま
し
た
。

東
洋
大
な
で
し
こ
ス
タ
ー
ト

　
今
年
４
月
、
戸
田
監
督
の
も
と

に
、
大
学
の
寮
で
生
活
す
る
学
生

が
　
名
、
週
末
や
試
合
の
時
に
合

12
流
す
る
学
生
が
７
名
、
総
勢
　
名
19

が
集
ま
り
、「
明
る
く
シ
ビ
ア
で
粋

な
チ
ー
ム
｣
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ

戸田 有悟さん

と
だ
・
ゆ
う
ご
　
千
葉
県
出
身
／
東
洋
大
学
体

育
会
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
。
卒
業
後
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の

強
豪
、
佐
川
急
便
東
京
Ｓ
Ｃ
に
５
年
間
在
籍
。

４
月
か
ら
東
洋
大
学
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
女
子

部
の
監
督
に
就
任
。

(13) 広報いたくら　Ｈ25．５．１
樺楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

業
者
と
館
林
邑
楽
郡
内
の
１
市
５

町
が
協
同
で
、
海
老
瀬
川
を
含
む

１
級
河
川
を
中
心
に
「
館
林
・
邑

楽
の
川
大
掃
除
」
を
実
施
し
て
お

り
、
粗
大
ご
み
な
ど
の
撤
去
、
掃

除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
建
設
係

山
内
線
４
３
１

　
情
報
広
報
係
で
は
、
町
内
で
実

施
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
お
伺
い
し
、
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
広
報
紙
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
ほ
し
い
か

た
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
　
情
報
広
報
係

山
内
線
１
５
１

ン
に
東
洋
大
学
体
育
会
サ
ッ
カ
ー

部
女
子
部
が
始
動
し
ま
し
た
。

　
監
督
の
考
え
る
「
粋
」
と
い
う
言

葉
に
は
仲
間
と
「
息
」
を
合
わ
せ

「
生
き
生
き
」
し
て
い
る
と
い
う
意

味
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

試
合
中
は
、
ボ
ー
ル
が
常
に
動
く

全
員
が
主
役
の
細
か
く
つ
な
ぐ
パ

ス
サ
ッ
カ
ー
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
の
中
で
規
律
を
守
り
、
礼
儀
を

重
ん
じ
、
相
手
を
思
い
や
る
心
を

学
び
、
観
て
い
る
人
に
感
動
を
与

え
ら
れ
る
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
監
督
が
社
会
人
と
し

て
経
験
し
た
社
会
の
厳
し
さ
な
ど

を
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
選
手
に
伝

え
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

選
手
に
期
待
す
る
こ
と

　
戸
田
監
督
が
考
え
る
東
洋
大
な

で
し
こ
の
理
想
像
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
得
た
知
識
や
経
験
を
通
し

円
滑
に
社
会
と
結
び
つ
く
『
人
財
』

に
な
る
こ
と
。
サ
ッ
カ
ー
の
プ

レ
ー
だ
け
で
な
く
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
な
ど

幅
広
い
知
識
を
学
び
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト

を
目
指
し
て
も
ら
う
こ
と
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
４
年

後
に
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
し
て
、
選

手
た
ち
に
胴
上
げ
さ
れ
た
ら
最
高
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
試
合
観
戦
へ

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
 岸
 み
の
り
さ
ん

き
し

と
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
 倉
  重
  知
  紘
 さ

く
ら
 し
げ
 ち
 ひ
ろ

ん
は
「
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
す
る
こ

と
を
最
大
の
目
標
に
し
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
関
東
一
部
リ
ー
グ
に

昇
格
す
る
こ
と
か
ら
達
成
し
た

い
」
と
力
強
い
言
葉
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
板
倉
町
に
来
て
何
も

な
い
こ
と
に
驚
い
た
そ
う
で
す

が
、
町
の
人
が
皆
優
し
く
自
然
に

接
し
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
試
合
を

観
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
試
合
の
日

程
は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
更
新
中
で
す
。
み
ん
な
で
東
洋

大
な
で
し
こ
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

■レポーター

広報編集委員

 中  島  
なか じま

 初  枝 
はつ え

差
し
上
げ
ま
す
！

あ
な
た
の
思
い
出

東
洋
大
学
　
食
環
境
科
学
部

　
　
　
　
　
食
環
境
科
学
科

 柄
  山
  

か
ら
 
や
ま

 正
  樹
  教
授

ま
さ
 
き

■主な研究テーマ
・科学教育
・電気分析化学 実

験
か
ら
科
学
を
よ
り
身
近
に

理系教育のプロ

　柄山教授は、長野県出身で父親の兄弟７人中

６人が教員という環境で育ちました。自身も都

立15年、私立高校の教諭を13年務めた後、平成

22年に東洋大学に赴任され、現在に至ります。

　また、朝日カルチャースクールの講師や平成

15年から今年の３月まで、ＮＨＫ教育「高校講

座理科Ａ」の講師もされていました。

子どもが実験から自ら気づく目線が大切

　研究テーマは「身近な事柄から展開する科学

教材の開発と実践」。大学では中学・高校の理

科の教師を目指す学生の育成を担い、身近な題

材を探し、身近なものを使って学校の授業で使

える実験を指導しています。

　例えば、食物の色の変化から科学に触れるこ

とのできる実験として、焼きそばを紫玉 葱 といっ
ねぎ

しょに炒めると紫玉葱の色素が緑に変化し、更

に酢をかけるとピンクに変化します。これは、

麺に含まれる「かんすい(アルカリ性)」と「酢

(酸性)」の反応を利用し、リトマス試験紙の色

の変化を野菜で体験できます。「なぜ」と目を輝

かせる子どもたちの様子が目に浮かぶようです。

　柄山教授は「子どもが実験から自ら気づく目

線が大切。最近の子どもたちは、日常生活でい

ろいろな経験が少ないので、実験から少しでも

多くの機会を与えられたら」と話します。

　学生には「身近なテーマを題材に授業が展開

できる学生がしっかりとした科学の知識を身に

つけて多く育ってほしい」と考えています。

■レポーター　広報編集委員　 齋  藤  
さい とう

 治  久 
はる ひさ



(14)

◆
申
込
先
・
受
付

５
月
１
日
　
～
※
各
公
民
館
及
び

(水)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
月
曜
日
・
祝
日

は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は

火
曜
も
休
館
）

　
中
央
公
民
館

◆
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室

期
日
　
５
月
　
日
　
・
６
月
　
日

22

(水)

12

　
・
　
月
９
日
　
・
　
月
　

日

(水)

10

(水)

11

13

　
・
　
月
　
日
　
・
平
成
　
年
２

(水)

12

11

(水)

26

月
　
日
　
（
全
６
回
）

12

(水)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
（
２
時
間

30

程
度
）

内
容
　
生
花
を
使
っ
た
、
季
節
感

と
テ
ー
マ
の
あ
る
楽
し
い
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

対
象
　
一
般
成
人
　
名
　

10

費
用
　
各
回
３
，
０
０
０
円
（
花

材
・
資
材
費
を
含
む
。）

持
参
品
　
花
切
は
さ

み
、
筆
記
用
具
、
雑

巾
、
ご
み
袋

申
込
期
限
　
各
回
実

施
日
の
１
週
間
前

◆
季
節
料
理
教
室

期
日
　
５
月
　
日
　
・
７
月
　
日

26

(日)

27

　
・
９
月
　
日
　
・
　
月
　
日
　

(土)

28

(土)

11

10

(日)

（
全
４
回
）

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
旬
の
地
元
野
菜
を
使
っ

た
、
季
節
感
 溢
 れ
る
料
理
の
習
得

あ
ふ

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
期
限
　
各
回
実
施
日
の
１
週

間
前

◆
お
も
し
ろ
科
学
教
室

期
日
　
６
月
１
日
　(土)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

学
習
題
材
　
偏
心
モ
ー
タ
ー
で
変

身
！
　
す
ば
や
く
動
く
ぶ
る
ぶ
る

ブ
ラ
シ
で
対
戦
バ
ト
ル

内
容
　
ブ
ル
ブ
ル
と
振
動
し
な
が

ら
動
く
不
思
議
な
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
て
み
よ
う

対
象
　
小
学
生
　
名
30

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
参
品
　
単
３
電
池
１
本
・
は
さ

み
・
ペ
ン
チ

費
用
　
１
０
０
円

申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

19

(日)

◆
お
て
が
る
ク
ッ
キ
ン
グ

期
日
　
６
月
９
日
　
・
　
日
　
・

(日)

22

(土)

　
日
　
（
全
３
回
）

29

(土)

時
間
　
午
前
　
時
10

内
容
　
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
短
時
間

で
簡
単
に
で
き
る
お
い
し
い
手
作

り
料
理
の
習
得

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

26

(日)

　
東
部
公
民
館

◆
男
の
料
理
教
室

期
間
　
５
月
～
平
成
　
年
３
月
の

26

第
３
日
曜
日
（
全
　
回
）
初
回
の

11

み
第
２
日
曜
日

初
回
　
５
月
　
日
　

12

(日）

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し

た
い
か
た
の
た
め
の
家
庭
料
理
実

習
・
初
め
て
包
丁
を
握
る
か
た
も

大
歓
迎

対
象
　
中
高
年
男
性
　
名
10

材
料
費
　
１
，０
０
０
円

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

◆
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

期
日
　
５
月
　
日
　

26

(日)

時
間
　
午
前
７
時

東
部
公
民
館
集
合
　
※
雨
天
決
行

研
修
場
所
　
前
日
光
県
立
自
然
公
園

内
容
　
前
日
光
牧
場
か
ら
井
戸
湿

原
の
コ
ー
ス
を
歩
く

対
象
　
一
般
成
人
　
先
着
　
名
28

乗
り
物
　
町
有
バ
ス

参
加
費
　
５
０
０
円
（
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
）

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
ま
た
は
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
シ
ュ
ー
ズ

持
参
品
　
弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具

・
手
袋

　
南
部
公
民
館

◆
ピ
ザ
づ
く
り
教
室

期
日
　
６
月
９
日
　
・
　
日
　

(日)

16

(日)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
ピ
ザ

作
り

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

　
北
部
公
民
館

◆
ヨ
ガ
教
室

期
日
　
５
月
　
日
　
、
６
月
５
日

29

(水)

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!        
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Life study

The step Board of Education

中央公民館　山82-2435 姉82-2436

東部公民館　山82-1241 姉80-4047

南部公民館　山82-1424 姉82-1943

北部公民館　山77-1855 姉77-1854

海洋センター　山82-0858 姉82-0899

わたらせ自然館　山82-1935 姉82-0664

文化財資料館　山91-4018 姉91-4038

各施設お問合せ先

◆サバイバルキャンプ

各
公
民
館

　
受
講
生
募
集

広報いたくら　Ｈ25．５．１(15)

　
、
　

日
　
、　

日
　
（
全
４
回
）

(水)

12

(水)

19

(水)

時
間
　
午
前
　
時
10

内
容
　
体
の
ゆ
が
み
を
と
っ
て
肩

こ
り
、
腰
痛
解
消

※
難
し
い
ポ
ー
ズ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
体
が
柔
ら
か
く
な
く
て
も
で
き

ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
12

持
参
品
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◆
季
節
の
料
理
教
室

期
間
　
６
月
～
平
成
　
年
３
月

26

（
全
４
回
）

初
回
　
６
月
８
日
　(土)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

　
各
公
民
館

◆
葦
の
会
絵
画
作
品
展

期
間
　
５
月
１
日
　
～
　
日
　
　

(水)

30

(木)

場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日
　
５
月
　
日
　

18

(土)

時
間
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作

対
象
　
幼
児

場
所
　
中
央
公
民
館
（
和
室
）

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

期
日
　
５
月
　
日
　

18

(土)

時
間
　
午
前
　
時
10

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー

場
所
　
東
部
公
民
館
（
講
堂
）

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

期
日
　
５
月
　
日
　

18

(土)

時
間
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
絵
本
・
工
作
・
紙
芝
居
・

遊
び

場
所
　
北
部
公
民
館
（
和
室
）

◆
ち
び
っ
子
広
場

期
間
　
５
月
～
平
成
　
年
２
月

26

（
全
　
回
）
第
４
水
曜
日

10

初
回
　
５
月
　
日
　

22

(水)

時
間
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ

ズ
ム
遊
び
や
工
作

対
象
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
親
子

　
組
20持

参
品
　
の
り
、
は
さ
み
、
飲
み
物

場
所
　
北
部
公
民
館
（
和
室
）

　
わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
 大
  山
  恵
  美
  子
 ＋

お
お
 や
ま
 え
 
み
 
こ

 大
  手
  仁
  「
銅
版

お
お
 て
 じ
ん

画
２
人
展
」

期
間
　
５
月
　
日
　
～
６
月
２
日
　

23

(木)

(日)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

入
場
料
　
無
料

◆
銅
版
画
体
験
教
室

　
～
親
子
で
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
～

期
日
　
５
月
　
日
　

26

(日)

時
間
　
午
後
０
時
　
分
～
午
後
３

30

時
　
分
30

募
集
人
員
　
親
子
　
組
（
　
名
）　

15

30

※
一
人
で
の
参
加
も
可

費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
先
・
問
合
せ

わ
た
ら
せ
自
然
館

※
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
昭
和
　
年
代
頃
ま
で
実
際
に

30

使
っ
て
い
た
機
織
り
機
や
綿
繰
り

機
・
糸
車
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
綿
か
ら
製
品
ま
で
の
工
程
で

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

期
日
　
６
月
５
日
　
・
　
日
　
・

(水)

12

(水)

　
日
　
・
　
日
　
・
７
月
３
日
　

19

(水)

26

(水)

(水)

全
５
回

時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

30

場
所
　
文
化
財
資
料
館
（
旧
東
保

育
園
）

材
料
費
　
１
，０
０
０
円

募
集
人
員
　
　
人
10

申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

15

(水)

申
込
先
・
問
合
せ

文
化
財
資
料
館

期
間
　
７
月
～
８
月
（
毎
週
月
曜

日
・
祝
日
は
休
館
）

場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

募
集
人
員
　
高
校
生
以
上
の
男
女

（
計
８
名
）

勤
務
時
間
　
２
交
代
制

①
午
前
８
時
　
分
～
正
午

30

②
午
後
１
時
～
５
時
　
分
30

時
給
　
７
５
０
円

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
８
日

　
ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

(土)

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

東
洋
大
学
学
術
講
演
会

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
プ
ー
ル
監
視
員

受
講
生
募
集

　
機
織
り
教
室

講
演
名
　「
源
氏
物
語
」
に
描
か

れ
た
異
界
　
～
「
夕
顔
物
語
」

を
読
み
解
く
～

講
師
　
東
洋
大
学
文
学
部
教
授

　
　
　
 河
  地
   修
 さ
ん

か
わ
 ぢ
 
お
さ
む

日
時
　
６
月
８
日
　(土)

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

受
講
料
　
無
料

定
員
　
１
５
０
名

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
「
板
倉

キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
講
演
会
」受
講

申
込
み
と
記
入
の
上
、
住
所
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
５
月
　
日
　
ま
で

17

(金)

に
左
記
申
込
先
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
受
講
証
を
お
送
り
し

ま
す
。

申
込
先

〒
３
７
４－

０
１
９
３

板
倉
町
泉
野
１－

１－

１

東
洋
大
学
板
倉
事
務
部
教
学
課

「
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
講
演

会
」
係

問
合
せ
　
東
洋
大
学
板
倉
事
務

部
教
学
課

山
　－

９
１
１
２

82



怯板倉町役場　山８２－１１１１　姉８２－１３００　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp (16)

《広告》

　

お
知
ら
せ

　
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
板
倉
町
、
館
林
市
、
東
洋
大

学
の
共
催
で
科
学
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
地
域
連
携
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
に
身
近
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
科

学
に
つ
い
て
解
り
や
す
く
お
話
し

し
ま
す
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
、
お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

気
軽
な
雰
囲
気
の
中
で
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
　
日
　
　

24

(金)

午
後
５
時
～
６
時

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
食
堂

テ
ー
マ
　「
小
麦
・
小
麦
粉
に
つ

い
て
」

講
師
　
 池
  永
  真
  吾
 　
氏
（
日
清
製

い
け
 な
が
 し
ん
 
ご

粉
珂
　
関
東
営
業
部
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
不
要

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催
　
東
洋
大
学
・
板
倉
町
・
館

林
市

問
合
せ

○
東
洋
大
学
教
学
課

山
　－

９
１
１
２

82
○
企
画
調
整
係

山
内
線
１
４
２

　　
春
の
揚
舟
谷
田
川
め
ぐ
り
を
実

施
し
ま
す
。
船
頭
が
一
本
の
竹
ざ

お
を
使
い
、
揚
舟
を
鮮
や
か
に
操

船
し
な
が
ら
谷
田
川
を
周
遊
し
ま

す
。
揚
舟
の
上
か
ら
心
休
ま
る
景

色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
期
間
　
５
月
１
日
　
～
６
月

(水)

募
集
人
数
　
　
名
30

参
加
費
　
無
料

※
主
治
医
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
る
か
た
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

　
児
童
相
談
所
の
相
談
員
が
お
話

を
伺
い
ま
す
。
子
ど
も
の
心
や
か

ら
だ
の
発
達
で
お
悩
み
の
か
た

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
要
予
約
）。

日
時
　
５
月
　
日
　

23

(木)

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
　
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ

18

の
保
護
者

申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

10

(金)

申
込
先
・
問
合
せ
　

○
福
祉
係

山
内
線
３
１
１

○
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－
３
７
５
７

82

　
日
　

30

(日)

運
航
日
　
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

運
航
場
所
　
群
馬
の
水
郷
公
園

乗
船
料
金
　
一
人
  １
，０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

出
航
時
間
　
　
時
、　

時
、　

時
、

10

11

12

　
時
、　

時
、　

時
、　

時
の
１

13

14

15

16

日
７
便

乗
船
時
間
　
約
　
分
40

※
当
日
、
会
場
で
の
受
付
に
な
り

ま
す
。
出
航
時
間
の
　
分
前
ま
で

15

に
乗
船
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
天
候
や
河
川
の
状
況

に
よ
り
、
運
休
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
産
業
政
策
係
　

山
　－

４
０
４
０

70
　　

ど
う
し
て
腰
痛
に
な
る
の
？
　

ご
要
望
に
お
応
え
し
、
体
操
中
心

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
　
日
　

15

(水)

午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
　
第

２
・
３
会
議
室

内
容
　
腰
痛
予
防
に
関
す
る
体
操

と
講
義

講
師
　
 新
  井
  真
  奈
  美
 　
理
学
療
法

あ
ら
 
い
 
ま
 
な
 
み

士
（
慶
友
整
形
外
科
病
院
）

お
知
ら
せ

『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　

広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）

対象企業　公社・公益法人ならびに事業所を有する私企業・

事業者

料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円

下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円

申込先・問合せ　情報広報係　山内線１５１

有料広告募集中！

地
域
連
携

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

健
康
の
鉄
人
教
室
２

腰
痛
予
防
体
操
教
室
開
催

東
部
児
童
相
談
所

巡
回
相
談

心
休
ま
る
景
色
を

春
の
揚
舟
谷
田
川
め
ぐ
り

(17) 広報いたくら　Ｈ25．５．１

　　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
限

は
、
計
量
法
に
基
づ
き
８
年
間
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
期
限
を
迎
え
る
該
当
の
世
帯
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
交
換
の
お
知

ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。
お
留
守

の
場
合
で
も
交
換
が
可
能
な
場
合

は
、
委
託
業
者
が
交
換
を
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
の
費
用
は
か
か

必
要
で
す
。
ま
た
、
生
後
　
日
以

91

上
の
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
た
め
に
忘

れ
ず
に
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

○
５
月
　
日
　

16

(木)

①
東
部
公
民
館

午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

15

10

30

②
９
区
公
民
館

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

10

45

11

30

③
細
谷
公
民
館

午
後
１
時
～
１
時
　
分
45

④
北
部
公
民
館

午
後
２
時
～
３
時

○
５
月
　
日
　

17

(金)

①
籾
谷
公
民
館

午
前
９
時
　
分
～
　
時

15

10

②
岩
田
区
民
会
館

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

10

10

10

40

り
ま
せ
ん
。
交
換
作
業
の
立
会
い

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

交
換
期
間
　
５
月
下
旬
～
６
月
中
旬

交
換
業
者
　
板
倉
町
指
定
工
事
店

組
合
加
盟
業
者

問
合
せ
　
上
下
水
道
係

山
内
線
２
４
５

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
か
た
は
、
犬

の
登
録
（
犬
の
一
生
に
１
回
）
が

③
板
倉
保
育
園
南
側

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

10

50

11

30

④
　
区
長
良
神
社

14
午
後
１
時
～
１
時
　
分
30

⑤
南
部
公
民
館

午
後
１
時
　
分
～
２
時
　
分

45

45

○
５
月
　
日
　

19

(日)

①
役
場
第
２
庁
舎
駐
車
場

午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

30

11

30

午
後
１
時
～
２
時

費
用

○
新
規
登
録
　
　
  ３
，０
０
０
円

○
注
射
の
み
　
　
  ３
，３
０
０
円

○
登
録
と
注
射
　
  ６
，３
０
０
円

※
昨
年
度
と
は
時
間
が
異
な
る
会

場
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

５
３
７
１

82

　
駅
前
の
ふ
れ
あ
い
公
園
に
「
さ

わ
や
か
コ
ー
ス
0
・
9

㎞
」
と

「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
1
・
4
㎞
」

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
の
際
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
建
設
係

山
内
線
４
３
２

ふ
れ
あ
い
公
園
に

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

料 金(円)作 業(10アールあたり)

4,500耕起（１番うない）

3,500耕起（２番うない）

6,000代かき

13,000耕起～代かき(一括委託)

14,000育苗※18枚標準・全受託者もち

10,000育苗※18枚標準・種子苗箱委託者もち

6,000
田植え(端まわり、欠株の補植除く)

同時施肥(1,500円高)除草剤散布作業(1,000高)

19,000育苗～田植え

16,000
コンバイン刈り取り

※運搬込み（結束2,000円高）

27,000
コンバイン一括作業

※運搬込み（結束2,000円高）

1,500乾燥籾すり調整（１俵あたり）

1ｍあたり40畦畔作業（機械による畦畔作業）

8,000農作業一般（１日あたり）

18,000遊休農地耕起(抜根などは含まない)

平成25年度　　　　　　
板倉町農作業標準料金表

※上記の標準額は、平成25年４月１日から適用。

【問合せ】農業委員会事務局　山内線４１５

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
お
忘
れ
な
く

問合せ　関東総合通信局

○不法無線局による混信・妨害

山０３－６２３８－１９３９

○テレビ・ラジオの受信障害

山０３－６２３８－１９４５

○地上デジタル放送の受信相談

山０３－６２３８－１９４４

電波利用環境保護周知啓発強化期間

６月１日～10日
「
私
は
守
り
ま
す
。

  　
電
波
の
ル
ー
ル
」

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　５月24日（金）

電話当 番 店曜日日月

77-0358㈲長谷川設備祝３

５

82-2982土橋設備祝４

82-2152㈲佐山設備祝５

82-0537㈲根岸工業振休６

82-1025㈲鈴木設備土11

82-0027㈲岩崎設備日12

82-0001㈲しんえい設備土18

82-0095山岸管工設備日19

82-0261㈲小倉設備土25

77-0057宇治川管工日26

82-1856高田管工設備土１

６

77-0358㈲長谷川設備日２

82-2982土橋設備土８

82-2152㈲佐山設備日９

82-0537㈲根岸工業土15
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種
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
希
望
の
か
た
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
に

伴
う
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
希
望
の
か
た
は
、
受

験
申
し
込
み
と
併
せ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
準
備
講
習
会

日
時
　
５
月
　
日
　

28

(火)

午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

30

30

場
所
　
館
林
市
郷
谷
公
民
館

受
講
料
　
８
，５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

○
試
験

日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
９
時

23

(日)

場
所
　
太
田
市
関
東
学
園
大
学
ほ
か

受
験
料
　
甲
種
　
  ５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
乙
種
　
  ３
，
４
０
０
円

　
　
　
　
丙
種
　
  ２
，７
０
０
円

受
付
期
間
　
５
月
７
日
　
～
　
日
　

(火)

17

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

○
館
林
消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

山
　－

８
３
６
４

72
○
板
倉
消
防
署

山
　－

１
１
３
８

82
日
時
　
６
月
２
日
　(日)

午
前
９
時
～
正
午
（
受
付
終
了
）

場
所
　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保

育園、運動場など、各施設の放射線量を

週に一度計測しています。

測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝

と１ｍをそれぞれ測定

測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続

して12回読み取り、最大値・最小値を除

く10回の平均値

測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ

ニター　ＰＡ-1000Ｒadi

問合せ

小中学校に関して

○総務学校係　山内線６１３

運動場・グラウンドに関して

○海洋センター　山８２－０８５８

保育園・児童館に関して

○福祉係　山内線３１１

その他全体に関して

○資源化センター　山８２－５３７１

町ホームページ

 http://www.town.itakura.gunma.jp

測　定　概　要

内
容
　
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
科
相

談
、
顕
微
鏡
で
口
の
中
の
細
菌
を

観
察
、
か
む
力
の
検
査

※
口
腔
衛
生
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
（
数
量
限
定
）。

費
用
　
無
料

予
約
　
不
要

主
催
　
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
、

市
町
教
育
委
員
会

問
合
せ
　
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

山
　－

８
８
１
８

73
　
庭
木
を
簡
単
増
や
せ
る
「
挿
し

木
」
の
方
法
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
解
説
し
、
実
習
を
交
え
な

が
ら
学
び
ま
す
。

日
時
　
６
月
６
日
　(木)

午
前
　
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

10

場
所
　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
邑
楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４－

１
）

テ
ー
マ
　「
誰
で
も
簡
単
、
庭
木

の
増
や
し
方
（
挿
し
木
実
習
）」

講
師
　
 熊
 

く
ま

 倉
  

く
ら

 弘
 　
樹
木
医

ひ
ろ
し

募
集
人
員
　
先
着
　
名
（
電
話
に

40

よ
る
受
付
順
）

募
集
開
始
日
　
５
月
　
日
　

20

(月)

受
講
料
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

７
１
８
８

88

　
人
権
問
題
や
お
困
り
ご
と
で
悩

ん
で
い
る
か
た
か
ら
相
談
を
受
け

る
た
め
の
特
設
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
に
お
越
し

に
な
れ
な
い
か
た
は
、
前
橋
地
方

法
務
局
及
び
各
支
所
で
電
話
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
４
日
　
　
(火)

午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

場
所
　
中
央
公
民
館

相
談
料
　
無
料

問
合
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課

山
０
２
７－

２
２
１－

４
４
６
６

　
平
成
　
年
度
第
１
回
危
険
物
取

25

扱
者
試
験
（
甲
種
・
乙
種
・
丙

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

緑
化
講
座
開
催

無
料
フ
ッ
素
塗
布

無
料
歯
科
相
談

測定値(マイクロsv/h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0.0690.0580.0740.0620.0790.065校庭板倉中学校

0.0570.0540.0580.0530.0630.055校庭東小学校

0.0630.0590.0660.0610.0770.062校庭南小学校

0.0630.0600.0660.0620.0750.072校庭北小学校

0.0550.0520.0570.0540.0600.060校庭西小学校

0.0710.0580.0720.0550.0850.056中央渡良瀬運動場

0.1000.0940.1100.0880.1330.087中央渡良瀬サッカーグラウンド

0.0600.0480.0670.0500.0750.048園庭北保育園

0.0540.0420.0560.0430.0610.046園庭板倉保育園

0.0610.0540.0650.0550.0790.052館庭児童館

0.0600.0530.0660.0550.0700.052園庭そらいろ保育園

0.0640.0580.0640.0610.0760.061園庭ひまわり幼稚園

0.0700.0590.0710.0500.0790.055園庭まきば幼稚園

※３月19日～４月12日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

(19) 広報いたくら　Ｈ25．５．１

▼
東
小
卒
業
記
念
品
と
し
て

テ
ン
ト
一
式

平
成
　
年
度
東
小
卒
業
生
保
護
者

24

一
同
　
様

▼
西
小
卒
業
記
念
品
と
し
て

幕
板
付
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
２
台

平
成
　
年
度
西
小
卒
業
生
保
護
者

24

一
同
　
様

▼
南
小
卒
業
記
念
品
と
し
て

遮
光
カ
ー
テ
ン

平
成
　
年
度
南
小
卒
業
生
保
護
者

24

一
同
　
様

▼
板
中
卒
業
記
念
品
と
し
て

製
氷
器
　
１
台

平
成
　
年
度
板
中
卒
業
生
保
護
者

24

一
同
　
様

▼
中
央
公
民
館
展
示
物
と
し
て

竹
細
工

 荒
  井
  一
  郎
 　
様
（
大
字
板
倉
）

あ
ら
 い
 い
ち
 ろ
う

※
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
事
前
に
申
込

用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
以
後

将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い

し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か

ら
カ
ー
ド
会
員
の
か
た
に
請
求
す

る
方
法
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
太
田
年
金
事
務
所

山
　－

３
７
１
６

49
▼
一
般
寄
附
と
し
て

金
３
０
０
，０
０
０
円

匿
名
希
望
　
様

▼
交
通
安
全
に
関
す
る
事
業
と
し
て

金
２
５
０
，
０
０
０
円

苛
館
林
交
通
安
全
教
育
協
議
会

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険

25

料
は
、
月
額
１
５
，０
４
０
円
で
す
。

  納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
（
翌
月
末
日
が
休
日
の

場
合
は
、
翌
営
業
日
）
で
す
。

  国
民
年
金
保
険
料
は
金
融
機

関
、
郵
便
局
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替

の
ほ
か
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

寄
附

期
限
ま
で
に
納
め
よ
う

国
民
年
金
保
険
料

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

群馬アレルギー疾患呼吸器内科
８８－５６７８

阿部医院
６２－５４２８

真中医院
７２－１６３０

多々良診療所
７２－３０６０

５月３日
（祝）

－
海宝病院

７４－０８１１
須田内科医院
６３－１４１４

おぎわら小児科※
６１－１１３３

菅沼医院
７２－９０９０

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

５月４日
（祝）

－
岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

たなか医院
６２－２８８１

金丸内科医院
８８－３２００

さくらクリニック
７２－３８５５

土井レディスクリニック
７２－８８４１

５月５日
（祝）

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

蜂谷病院
６３－０８８８

小西医院
８６－２２６１

神尾内科医院
７５－１２８８

まりレディスクリニック
７６－７７７５

５月６日
（振休）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

三浦医院
６２－２９１７

阿部医院
６２－５４２８

多々良診療所
７２－３０６０

５月12日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

澤田皮膚外科
７０－７７０３

みづほクリニック
２０－１１２２

横田医院
７２－０２５５

土井レディスクリニック
７２－８８４１

５月19日
（日）

－
最上胃腸科外科
７４－３７６３

湯沢医院
６２－２２０９

おぎわら小児科※
６１－１１３３

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

５月26日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

館林医院
７４－２１１２

新井内科クリニック
２０－１２２０

星野こどもクリニック※
７０－７２００

安楽岡医院
７２－０５７２

６月２日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時

○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時

○内科系の※印は、小児科のみとなります。　

○救急テレホンサービス（山７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

定　例　相　談

●人権相談　午前10時～午後３時

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１

●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１

●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１

●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　山内線４１５

●教育相談　午後２時～４時

　問合せ　教育研究所（中央公民館内）

　　　　　　　　　　　山８２－０８３４

●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆子どもの相談　ぱおぱお

　　（５月からだ、６月ことば）

　　午後１時～５時　※要予約

　◆健康相談　午前10時～11時30分

　問合せ　保健センター

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談

　　午後３時～５時　※要予約

    ◆ふれあい相談会

　　午後１時15分～３時30分　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　山７２ー３２３０

●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　山８２ー２４３５

　　　　　東部公民館　山８２ー１２４１

　　　　　南部公民館　山８２ー１４２４

　　　　　北部公民館　山７７ー１８５５

年累計    93件板倉の事件事故状況
※( )内は累計（３月16日～４月15日）

１件(  ７件)鞄侵入窃盗
１件(  ３件)鞄車上ねらい
２件(  ５件)鞄自動販売機ねらい
１件(  ５件)鞄乗物盗難
０件(  17件)鞄その他の事件
２件(  ９件)蒲人身事故
22件(  47件)蒲物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

軽
自
動
車
税（
全
期
）

固
定
資
産
税（
第
１
期
）

納
期
限
　
５
月
　
日
　

31

(金)

問
合
せ
　
住
民
税
係

　
　
　
　
資
産
税
係

　
　
　
　
収
税
係

山
内
線
２
１
１
～
２
１
６

　
　
　
２
２
１
～
２
２
２



(20)

今月の表紙

生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。　◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

人　口　　 １５，７０１人（－58）

　　男　　　 ７，８２７人（－23）

　　女　　 　７，８７４人（－35）

世帯数　　 　５，２８８戸（－３）

              （　）内は前月比

　　　　  平成25年４月１日現在

　東洋大学体育会サッカー部女子部の練習試合

の様子。対戦相手は関東リーグ所属の強豪太田

レディース。写真は、この試合でコーナーキッ

クからヘディングでゴールした場面です。試合

は善戦しましたが、惜しくも引き分けでした。

土    Ｓat金    Ｆri木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
４   みどりの日３   憲法記念日２１   窓口延長【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日

 ○健康の郷「季楽里」：木曜日

 ○海洋センター：月曜日及び祝日

 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日の翌日

　（５月６日は開館　５月１、２、８、９日は休館）

 ○文化財資料館：月曜日

 ○総合福祉センター：土・日曜日及び祝日

 ○児童館：日曜日及び祝日

●子育てこころの相談
　　　　　　 　（館保）
◆６か月児相談（保）
◆乳児健診（保）
◆県民交通安全日

1110９８   窓口延長７６    振替休日５  こどもの日
◆チャレンジ広場(児)

●教育相談(中公)
◆１歳児健診(保)

●精神保健福祉相談
                         (館保)

◆こあら学級(保)

18171615   窓口延長141312
◆女性のがん検診(保)

◆狂犬病予防注射
　（西地区・南地区）

●教育相談(中公)
◆女性のがん検診(保)
◆狂犬病予防注射
　（北地区・東地区）
◆おたのしみ広場(児)
◆県民防犯の日

●子育てこころの相談
(館保)

●ふれあい相談会
　　　　　　　（館保)
◆女性のがん検診(保)
◆自転車マナーアップ
　デー

●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆２歳児親子歯科健診 
    　　　　　　　(保)

●農地相談(町)
◆おはなし会(児)

25242322   窓口延長212019
◆チャレンジ広場(児)
◆高齢者交通安全日
◆女性のがん検診(保)◆水道料金口座振替日

　(14区の一部～29区)
◆女性のがん検診(保)

●精神保健福祉相談
(館保)

◆女性のがん検診(保)

◆女性のがん検診(保)◆女性のがん検診(保)

◆第22回遊水地ふれあい
トライアスロン大会 第23
回 群馬県選手権トライア
スロン大会 兼 国体予選
◆女性のがん検診(保)
◆狂犬病予防注射
　（全地区）
◆可燃性粗大ごみ休日受 
   入日(資)9:00～12:00

６/１313029   窓口延長282726
◆県民交通安全日
◆暴走族追放強調運動 
                  (30日まで)◆軽自動車税納期限

◆固定資産税第１期
●教育相談(中公)
●ぱおぱお（保）
◆おたのしみ広場(児)

◆３歳児健診(保)

●行政相談(福)
●心配ごと相談(福)
◆離乳食教室(保)

◆おはなし会(児)
◆女性のがん検診(保)

◆季楽里特売日
◆第24回板倉町近隣交
流バドミントン春季
大会（板高体育館）

７６５　窓口延長４３２

●ぱおぱお（保）
◆住民健診(南公)

●教育相談(中公)
◆住民健診(南公)

●精神保健福祉相談
(館保)

◆６か月児相談（保）
◆乳児健診(保)

●人権相談(中公)●農地相談(町)
◆こあら学級(保)
◆パパママセミナー①
　　　　　　　　(保)

◆第１回板倉町弓道大会
　(板倉町弓道場)

※可燃性粗大ごみは、月～金曜日（祝日を除く）及び指定日に搬入可




